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※文書番号がなければ削除→□□□○○□□○○○○号
  令和　　年　　月　　日

　文 化 庁 長 官　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　　住所　□□□□○○○番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　 eq \o\ad(□□□□,　　　　　　)　（印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　

現  状  変  更  許  可  申  請  書

特別名勝富士山及び史跡富士山の現状変更について、許可を受けたいので、文化財保護法第１２５条第１項の規定により、関係書類を添付して下記のとおり申請します。

記

１．史跡名勝天然記念物の名称　　    　特別名勝　富士山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史跡　富士山

２．指定年月日　　　　　　　　    　　昭和２７年１１月２２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年２月７日

３．史跡名勝天然物の所在地　　    　　山梨県富士吉田市他
４．所有者の氏名または名称　　    　　□□□□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□□□□□○○○番地
５．権原に基づく占有者の氏名または名称および住所　

                                      □□□□

　　　　　　　　　　　　　　　    　　□□□□□□○○○番地　
６．管理団体の名称および住所　　　　 （なければ無記入）
７．管理責任者の名称および住所　　　 （なければ無記入）
８．現状変更許可申請者の名称及び住所　□□□□□□□□□□□□□□□
９．現状変更を必要とする理由　　    　「□□イベントの円滑な運営のため誘導看板を設置する（※別開催要項紙参照）」や、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「登山者数把握のカウンターを設置することで、富士山の収容力及び来訪者管理の調査に有効なデータ採取を見込む」など。
10．現状変更の内容および実施方法　　　「登山者数計測に必要なカウンター３機の　設置」や「別紙計画書を参照」など。
11．現状変更による影響　　　　    　　「設置及び掘削は必要最小限に留め、文化財や景観に配慮する計画であることから、特別名勝富士山への影響は軽微です」など。
12．現状変更の期間　　　　　　    　　許可日から令和○年○月○日まで
13．現状変更等に係る地番　　　　　    山梨県富士吉田市上吉田字□□○○○番地
14．現状変更等に係る工事の施工者の氏名および住所

　　　　　　　　　　　　　　　    　　□□□□

　　　　　　　　　　　　　　　    　　□□□□□□○○○番地
15．その他参考となるべき事項　　　　　□□□
16．添付書類  　　　　　　　　　　　（1）位置図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）事業の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）設置概要図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）現状写真
（5）所有者の承諾書等
現状変更申請書作成における注意事項

１ 現状変更申請書の内容について

（1） 申請書の書き方については、「資料１」を参照のこと

（2） 申請書の内容に関する根拠法令は、「資料３」を参照のこと

（3） 工事期間中に設置される工事用仮工作物及び営業に必要な看板、広告等についても現状変更とみなされるので、それも含めた形で申請書を作成する。

２ 字について

 ・文化庁から差し戻される可能性があるので、誤字には注意すること

   ※例えば、名勝→名称・権原→権限のような誤字

３ 記入事項について

 項目５   借地権者がいる場合は、その方を記入する。それ以外の場合は、富士吉田

          市外二ｹ村恩賜県有財産保護組合と記入する。

 項目９   簡潔に記し、その詳細は、別紙として添付する。

 項目１２ 施工開始日は、許可日からとなる。

 項目１３ 地番は、恩賜林組合の貸付番号ではなく、地籍上の地番を記入する。

 項目１４ 業者及びその代表者の名前又は名称及び住所を記入する。

 項目１５ 必要な添付書類は、以下のとおりである。当項目には、添付した書類名を

箇条書きで記入する。　
 （１）現状変更を行う場所の位置図

    ・地図は、地番及び地形の分かるものを添付する    

・大縮尺（全体の位置）・小縮尺（詳細な位置）の二種類を準備し、マーカー等

  で場所を示す。

 （２）写真　　　

    ・現状変更を行う場所の分かる現況の写真及び撮影位置図 

    ・写真に現状変更を行う箇所を、赤サインペン等で記入する

 （３）設計仕様書及び設計図       

· 詳細の分かるもの

 （４）所有者および占有者の承諾書           

（a）山小屋の方の場合    

        恩賜林組合－分割利用証明願い（写し）

        恩賜林組合－分割利用地内工作物増築・建替承認申請書（受付印のある写し）

   （b）それ以外の方の場合 

        恩賜林組合－許可申請書（受付印のある写し）

        山梨県（吉田林務環境部）－許可申請書（受付印のある写し）

· 占有者以外の第三者が申請者である場合は、これ以外に、占有者からの承

  諾書が必要

（５）現状変更を必要とする理由を証する資料
４ 提出について

  （１）３部、同じものを提出する
文　化　財　保　護　法

（昭和２５年５月３０日法律第２１４号）
                                     　　　　　最終改正：平成１６年６月９日法律第８４号
                                     　　　　　※現状変更許可申請書に関わる部分を抜粋

第１２５条　
史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただし、現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない。 

２　　前項但書に規定する維持の措置の範囲は、文部科学省令で定める。 

３　　第１項の規定による許可を与える場合には、第４３条第３項の規定を、第１

  　項の規定による許可を受けた者には、同条第４項の規定を準用する。 

４　　第１項の規定による処分には、第１１１条の２第１項の規定を準用する。 

５　　第１項の許可を受けることができなかつたことにより、又は第３項で準用する

  　第４３条第３項の許可の条件を付せられたことによつて損失を受けた者に対しては、国は、その通常生ずべき損失を補償する。 

６ 　 前項の場合には、第４１条第２項から第４項までの規定を準用する。 

７ 　 第１項の規定による許可を受けず、又は第３項で準用する第４３条第３項の規

定による許可の条件に従わないで、史跡名勝天然記念物の現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をした者に対しては、文化庁長官は、原状回復を命ずることができる。この場合には、文化庁長官は、原状回復に関し必要な指示をすることができる。


   特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物の

              現状変更等の許可申請等に関する規則
                                   （昭和２６年７月１３日文化財保護委員会規則第１０号）
                                     最終改正：平成１７年３月２８日文部省令第１１号
                                     ※現状変更申請書に関わる部分を抜粋

（許可の申請） 

第１条  　文化財保護法 （昭和２５年法律第２１４号。以下「法」という。）第１２５条第１項の規定による許可を受けようとする者（以下「許可申請者」という。）は、次に掲げる事項を記載した許可申請書を文化庁長官（法第１８４条第１項第２号 及び文化財保護法施行令 （昭和５０年政令第２６７号。以下「令」という。）第５条第４項第１号 の規定により当該許可を都道府県又は市の教育委員会が行う場合には、当該都道府県又は市の教育委員会）に提出しなければならない。
　１ 　 史跡（特別史跡を含む。以下同じ。）、名勝（特別名勝を含む。以下同じ。）又は天然記念物（特別天然記念物を含む。以下同じ。）の別及び名称
　２ 　 指定年月日
　３ 　 史跡、名勝又は天然記念物の所在地
　４ 　 所有者の氏名又は名称及び住所
　５ 　 権原に基く占有者の氏名又は名称及び住所
　６ 　 管理団体がある場合は、その名称及び事務所の所在地
　７ 　 管理責任者がある場合は、その氏名及び住所
　８ 　 許可申請者の氏名及び住所又は名称及び代表者の氏名並びに事務所の所在

地 
　９ 　 史跡、名勝又は天然記念物の現状変更又は保存に影響を及ぼす行為（以下「現 

        状変更等」という。）を必要とする理由
　１０  現状変更等の内容及び実施の方法
　１１  現状変更等により生ずべき物件の滅失若しくはき損又は景観の変化その他

        現状変更等により及ぼさるべき史跡、名勝又は天然記念物への影響に関す

        る事項
　１２  現状変更等の着手及び終了の予定時期
　１３  現状変更等に係る地域の地番
　１４  現状変更等に係る工事その他の行為の施行者の氏名及び住所又は名称及び

        代表者の氏名並びに事務所の所在地
　１５  その他参考となるべき事項
　

（許可申請書の添附書類等） 

第2条 前条の許可申請書には、左に掲げる書類、図面及び写真を添えなければなら　　

ない。
　１ 　現状変更等の設計仕様書及び設計図
　２ 　現状変更等に係る地域及びこれに関連する地域の地番及び地ぼうを表示した

       実測図
　３ 　現状変更等に係る地域のキヤビネ型写真
　４ 　現状変更等を必要とする理由を証するに足りる資料があるときは、その資料
　５ 　許可申請者が所有者以外の者であるときは、所有者の承諾書
　６ 　許可申請者が権原に基く占有者以外の者であるときは、その占有者の承諾書
　７　 管理団体がある場合において、許可申請者が管理団体以外の者であるときは、

       管理団体の意見書
　８   管理責任者がある場合において、許可申請者が管理責任者以外の者であると

       きは、管理責任者の意見書
　９ 　前条第二項の場合において、許可申請者が発掘担当者以外の者であるときは、

       発掘担当者の発掘担当承諾書
　

２    前項第２号の実測図及び同項第３号の写真には、現状変更等をしようとする

       箇所を表示しなければならない。
※入力に伴いページ数が増えても構いません。


※記入不要となる箇所は空欄で構いません。


※添付書類は適宜追加して下さい。
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